


〔教科書〕

会計学基礎論で使用した教科書、問題集に加えて、新しく以下のものを使用する。

『 ALFA 2 commerci al  Bookkeepi ng』 大原簿記学校（ テキスト、問題集、解答）

〔指定図書〕

な し

〔参考書〕

授業の中で適宜紹介する。

〔前提科目〕

会計学基礎論

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

ほぼ毎回の授業で小テストを実施する。その他に期末試験を課す（電卓以外持込不可）。

レポートは課さない。

11月の日商簿記検定合格者には特典を与える（必ず合格証のコピーを提出すること）。

〔評価の基準及びスケール〕

小テスト20点、期末試験80点の合計100点とし、A≧ 80点、B≧ 70点、C≧ 60点、D≧ 50点、F＜50点として評価する。
（期末試験のウェイトが非常に高いことに注意。また、小テストは救済手段として柔軟に評価に組み込むのできちんと受験

すること。）

＊ 11月の日商簿記検定試験3級に合格したものは、会計学基礎論の復習発展の小テストについては満点とする（必ず

合格証のコピーを提出すること）。

＊＊ 11月の日商簿記検定試験2級に合格したものには特典を与える（必ず合格証のコピーを提出すること）。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

この科目は、春学期の「会計学基礎論」で学んだ知識をさらに高める科目である。学生の皆さんがどれだけ理解でき

ているかを確認するために小テストを行う。この小テストにより、皆さん自身も自分の理解度をチェックし、各自計画を立て

て学習を進めて欲しい。

また、同時期の1年秋学期に開講される「工業簿記」、「財務会計論」も併せて履修することを推奨する。

第1回目の授業のときに、会計学基礎論で使用したテキスト、問題集を持ってきてください。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）： 会計学基礎論の復習

内 容： 精算表による決算処理の確認
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第２回 テーマ（何を学ぶか）：返品・割引・消費税の会計処理

内 容： 返品・割引・消費税の会計処理

教科書： 第3章

第３回 テーマ（何を学ぶか）：商品の決算整理

内 容： 棚卸減耗損・商品評価損

教科書： 第3章

第４回 テーマ（何を学ぶか）：現金・預金の会計処理

内 容： 銀行勘定調整表

教科書： 第4章

第５回 テーマ（何を学ぶか）：債券・債務

内 容： クレジット取引、手形、電子記録債券・債務

教科書： 第5章

第６回 ①テーマ（何を学ぶか）：有価証券

内 容：売買目的有価証券・満期保有目的債券・子会社株式

教科書： 第6章

第７回 ②テーマ（何を学ぶか）：有価証券

内 容： その他有価証券

教科書： 第6章

第８回 ③テーマ（何を学ぶか）：有価証券

内 容： 端数利息・精算表

教科書： 第6章

第９回 ①テーマ（何を学ぶか）：固定資産

内 容：建設仮勘定 ・減価償却

教科書： 第7章

第10回 ②テーマ（何を学ぶか）：固定資産

内 容：圧縮記帳・固定資産の買替え

教科書： 第7章

第11回 ③テーマ（何を学ぶか）：固定資産

内 容：保険・有形固定資産のまとめ

教科書： 第7章

第12回 ④テーマ（何を学ぶか）：固定資産

内 容： リース・固定資産の決算

教科書： 第7章

第1３回 テーマ（何を学ぶか）： ①引当金

内 容： 貸倒引当金

教科書： 第9章

第1４回 ②テーマ（何を学ぶか）：引当金

内 容： 商品保証引当金・修繕引当金・賞与引当金・退職給付引当金

教科書： 第9章

第1５回 ②テーマ（何を学ぶか）：引当金

内 容： 決算・精算表

教科書： 第9章

定期試験 筆記試験
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〔科目名〕

工業簿記

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

大橋 良生

OHASHI  Yoshitaka 

〔オフィス・アワー〕

時間： 講義終了後

場所： 講義教室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

 商品売買業で行われる商業簿記に対して，本科目では，製造業で行われる工業簿記を学習する。製造業で

は，購買活動や販売活動などの外部活動に加え，内部活動である製造活動が行われる。外部活動と内部活動

の両者を記録・計算することを特色とする工業簿記の基本を身につける。

 基本的には，教科書の章立てにしたがって，講義を進める。また，適宜，演習問題を織り交ぜながら進行す

る。

 講義で学習した内容は連続しているため，毎回の講義について復習を欠かさず行うことが求められる。

 15回の講義が終了した時点で，工業簿記・原価計算の基礎，原価要素の計算，および個別原価計算に関する

簿記技術，工業経営における財務諸表，本社・工場会計を身につけられるよう進行する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

 製造業で行われる製造活動において，製品の製造にかかった費用（製造原価）を計算することは非常に重要
である。製造原価を計算することを原価計算というが，工業簿記は原価計算を織り交ぜて行われる。

 この原価計算には，以下の基本的な4 ① ②つの目的がある。 財務諸表作成に必要な資料の提供， 製品の販売

③ ④価格計算に必要な資料の提供， 原価管理に必要な資料の提供，および 利益計画に必要な資料の提供。

これらの目的を達成するための原価計算の手法を会得する。

 本科目では，2年生向けに開講されている「管理会計論」につながる原価計算の基本を習得する。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

 本科目では，製造業で行われる工業簿記について，その基本であるその特色，工業簿記に含まれる原価計算
の意義等，工業簿記の勘定や帳簿の仕組みを理解する。

 また，原価計算の目的を理解した上で，原価計算の基本で各原価要素の意義の理解と計算技術を習得する。そ
して，受注生産で用いられる個別原価計算を行う技術を会得する。

 原価計算だけではなく，工業簿記で用いられる振替仕訳の意味や帳簿組織を的確に捉え，工業簿記の基本的
枠組みを理解することを目標とする。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

昨年度の授業に対し，「授業評価」では下記の点が指摘されました。

(A) 「自習に費やした時間」に関するアンケート質問項目に対し，0～2時間程度と相対的にやや低い値でした。

教室外学習の実施の一環として，章末問題を課題に考えています。学習時間から，章末問題にある基本問

題に加えて，（検定問題などの）応用問題を組み入れた課題も復習課題とすることも検討していきたいと思い

ます。

(B) 板書と話し方が指摘されております。板書については，注意を払ってきたつもりでしたが，不十分だったよう

ですので，話し方とあわせて，授業プリントを含め改善を心がけていきたいと思います。大きな文字を書くこと

や口頭での説明を加えるなどに留意したいと思います。

(C) 昨年度は，私語の指摘が多くありました。ガイダンス時に申し上げているように，他の学生の邪魔にならない

よう，私語等は慎むようお願いいたします。

板書や座席スペースの関係から，昨年度は教室変更をお願いしたのですが，他の授業科目との関係上，変更は難し

いとのことでした。上記の点を含めまして，今後もより多くの学生が理解しやすい授業を展開できるよう心がけて

いきたいと思います。

（様式１）
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〔教科書〕

・ 上埜進編著『工業簿記・原価計算の基礎 –理論と計算-〔第４版〕』税務経理協会，2017年．

〔指定図書〕

 必要なときに提示する。

〔参考書〕

 上埜進編著『工業簿記・原価計算演習 –理論と計算-〔第４版〕』税務経理協会，2015年．
その他，必要なときに提示する。

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

1. 課題 ：30点

2. 期末試験 ：70点

計      100点

● 100点満点で，下記のスケールに基づき評価する。

〔評価の基準及びスケール〕

80点以上 ：評価A 

70点以上 ～ 80点未満 ：評価B 

60点以上 ～ 70点未満 ：評価C 

50点以上 ～ 60点未満 ：評価D 

50点未満 ：評価F 

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

 本科目は，工業簿記・管理会計の分野を学習する基本となる科目であるため，基本的知識を身につけ，あわせ
て，簿記学習に苦手意識を持たないよう，主体的に課題に取り組めるよう学習意欲を高める工夫を行いたい。

 また，簿記は継続して身に付く技術であることを認識させ，復習の重要性を意識させるように心がけたい。各テ
ーマは別個であっても，講義内容は，最終的には結合していくものであるため，欠席を慎むよう注意を促した

い。

 演習問題を取り入れ，学生の理解度を確認しながら進めるため，スケジュール通り進行しない場合もある。
 私語等，他の学生の邪魔になるようなことは慎んでください。

〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 工業簿記・原価計算の基礎

内 容： 工業経営と工業簿記の本質，原価とは，制度としての原価計算，工業簿記の勘定体系と勘定連絡

教科書・指定図書 （教科書）第1章

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 工業簿記・原価計算の基礎／材料費の計算(1) 

内 容：工業簿記の勘定体系と勘定連絡／材料費の定義，材料費の分類，材料の購入，材料の消費，材料

の棚卸減耗費の計算

教科書・指定図書 （教科書）第1章／第2章

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 材料費の計算(2) 

内 容： 材料費の定義，材料費の分類，材料の購入，材料の消費，材料の棚卸減耗費の計算

教科書・指定図書 （教科書）第2章
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第4回 テーマ（何を学ぶか）： 労務費の計算(1) 

内 容：労務費の定義，労務費の分類，支払賃金の計算，消費賃金の計算，予定消費賃率による賃金消費

高の計算と記帳

教科書・指定図書 （教科書）第3章

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 労務費の計算(2) 

内 容：労務費の定義，労務費の分類，支払賃金の計算，消費賃金の計算，予定消費賃率による賃金消費

高の計算と記帳

教科書・指定図書 （教科書）第3章

第6回 テーマ（何を学ぶか）： 経費の計算

内 容：経費の定義，経費の分類，経費消費高の計算，経費消費高の仕訳と勘定記入

教科書・指定図書 （教科書）第4章

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 製造間接費の計算(1) 

内 容：製造間接費の集計と製品への配賦，製造間接費の配賦方法の種類，製造間接費の配賦基準，実

際配賦の方法，実際配賦の問題点，予定配賦の方法，製造間接費の配賦差異の分析

教科書・指定図書 （教科書）第5章

第8回 テーマ（何を学ぶか）： 製造間接費の計算(2) 

内 容：製造間接費の集計と製品への配賦，製造間接費の配賦方法の種類，製造間接費の配賦基準，実

際配賦の方法，実際配賦の問題点，予定配賦の方法，製造間接費の配賦差異の分析

教科書・指定図書 （教科書）第5章

第9回 テーマ（何を学ぶか）：部門別計算(1) 

内 容： 部門別計算の意義，原価部門の種類，部門別計算の手続，実際配賦の方法，予定配賦の方法

教科書・指定図書 （教科書）第6章

第10回 テーマ（何を学ぶか）： 部門別計算(2) 

内 容： 部門別計算の意義，原価部門の種類，部門別計算の手続，実際配賦の方法，予定配賦の方法

教科書・指定図書 （教科書）第6章

第11回 テーマ（何を学ぶか）：個別原価計算(1) 

内 容：個別原価計算の意義，特定製造指図書の役割，特定製造指図書の製造原価の集計方法，個別

原価計算の種類，製造指図書別原価計算表，仕損費の計算と処理，作業屑の処理

教科書・指定図書 （教科書）第7章

第12回 テーマ（何を学ぶか）：個別原価計算(2) 

内 容：個別原価計算の意義，特定製造指図書の役割，特定製造指図書の製造原価の集計方法，個別

原価計算の種類，製造指図書別原価計算表，仕損費の計算と処理，作業屑の処理

教科書・指定図書 （教科書）第7章

第13回 テーマ（何を学ぶか）：個別原価計算(3) 

内 容：個別原価計算の意義，特定製造指図書の役割，特定製造指図書の製造原価の集計方法，個別

原価計算の種類，製造指図書別原価計算表，仕損費の計算と処理，作業屑の処理

教科書・指定図書 （教科書）第7章

第14回 テーマ（何を学ぶか）：工業経営における財務諸表

内 容：月次決算と年次決算，工業経営における年次財務諸表，製造原価明細書と損益計算書における原

価差異の表示

教科書・指定図書 （教科書）第10章

第15回 テーマ（何を学ぶか）：本社・工場会計

内 容：工場会計の独立，工場元帳に設ける勘定，本社・工場間取引の会計処理，内部振替価格による取

引

教科書・指定図書 （教科書）第11章

試 験

筆記試験の実施
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〔科目名〕

ミ ク ロ 経 済 学

〔単位数〕

4単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

森 統

  Mori     Osamu 

〔オフィス・アワー〕

時間： 開講時にお知らせします

場所： 507研究室

〔授業の方法〕

講 義

〔科目の概要〕

希少な資源を用いて「何をどれだけ」「どのように」「誰のために」生産するかという問題を経済の基本問題といいま

す。この資源配分の機能を果たす代表的なシステムが市場機構であり、そこで重要な役割を演じるのが価格です。ミク

ロ経済学は、市場における、価格による資源配分の分析を基本とするものです。

本講義では、ミクロ経済学の基本的な内容を学んでゆきます。具体的には、市場の参加者である消費者(あるいは家

計)や企業の意思決定とそれに基づいた需要と供給の特性の分析、また、純粋（完全）競争、独占、独占的競争および

寡占の様々な市場における均衡の特徴に関する分析、そして、資源配分の効率性から見た競争市場均衡、独占、課

税や規制などの政府の政策の評価についてみてゆきます。

本講義では、現実経済の事例を意識しながらも、基本モデルの理論的構造の解説が中心となります。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

ミクロ経済学の理論を基礎づける経済学的考え方に習熟することは、日々の経済的現象を的確にとらえ、それに対

する対処や政策を考えるうえで有用です。

また、ミクロ経済学は、公共経済学、財政学、金融論、産業組織論、国際経済学など、経済学の他の応用分野を学ぶ

上で重要な基礎的理論で構成されています。これらの経済学分野を履修するのに、ミクロ経済学の知識は不可欠と言

ってよいでしょう。

さらに、ミクロ経済学は、種類によりますが公務員試験の出題対象となっているので、本講義は、試験対策の基礎固

めとして役立つと思われます。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

（中間目標）

まずは、専門用語である基礎的概念および理論構造を正確に理解することが重要です。

また、ミクロ経済学に関連する基礎的演習問題が確実に解けるようにします。

（最終目標）

現実の経済問題に対してミクロ経済学の考え方を用いて分析や説明ができることを目指します。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

受講生が内容を十分に理解することができるように、進捗のペース配分に気を付けながら、丁寧な説明を心がけた

いと思います。

〔教科書〕

ハル・ R・ ヴァリアン著 佐藤隆三監訳『入門ミクロ経済 ［原著第9版］ 』 勁草書房、2015年

〔指定図書〕

特になし。

〔参考書〕

参考書は、講義時間中に紹介します。

〔前提科目〕

経済学基礎論のミクロ経済学の部分をよく復習しておくことが望ましいです。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

小テストおよび定期試験の結果と課題研究に伴うレポート内容を総合して評価します。

（様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

評価の基準として、小テストおよび期末試験の総合結果が100点満点で80点以上がＡ、70点以上80点未満
がＢ，60点以上70点未満がＣ，50点以上60点未満がＤ，50点未満をＦとします。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

具体例や図を多く使いながら、内容を直観的に把握しやすい説明を心がけたいと思います。数式については、必要

最小限の簡便なものに限って使用するつもりですが、やや複雑な数式を用いる場合、その初歩的な計算方法を含め

て丁寧に解説します。

講義資料を配付する場合、資料は必ずしも完成されたものではなく、講義を聴いて内容を補い、完成させてゆく形に

なっている場合があります。毎回の講義で不明の部分を残さないよう心がけてください。また、復習をし、学んだことを

定着させることを勧めます。

講義の中で適宜復習にあてる時間をとり、そこで演習問題を解きますが、これは小テストおよび期末試験の予行練習

となります。

〔実務経歴〕

実務経歴はありません。

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）：ミクロ経済学とは

内 容：ミクロ経済分析の特徴

教科書・指定図書

第２回 テーマ（何を学ぶか）：需要と供給 (経済学基礎論の復習) 

内 容：需要曲線、供給曲線、市場均衡

教科書 1章 指定図書 4章

第３回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(3) 

内 容：予算制約

教科書 2章

第４回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(1)  

内 容：消費者の選好と無差別曲線

教科書 3章

第５回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(2)  

内 容：効用

教科書 4章

第６回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(4)   

内 容：消費者の最適選択

教科書 5章

第７回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(5) 

内 容：所得・価格の変化と消費者の選択、代替効果と所得効果、スルツキー方程式

教科書 6章8章

第８回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(6)  

内 容： 総効果の分類、労働供給

教科書 8章9章
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第９回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動（７）

内 容：市場需要と弾力性

教科書 15章

第10回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動(8) 

内 容： 消費者余剰

教科書14章

第11回 テーマ（何を学ぶか）：消費者行動理論の復習：小テスト

内 容：小テストの実施および解説

第12回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動（１）

内 容： 生産技術と生産関数

教科書 19章

第13回 テーマ（何を学ぶか）企業行動(２) 

内 容：費用最小化の条件

教科書 21章

第14回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動(3) 

内 容：費用の諸概念、費用関数、費用曲線

教科書 22章

第15回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動(４) 

内 容：総費用曲線、限界費用と平均費用、短期費用曲線と長期費用曲線

教科書 22章

第16回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動(５) 

内 容：純粋(完全)競争、企業の利潤最大化条件、短期供給曲線、生産者余剰

教科書 20章23章

第17回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動(6)  

内 容：長期供給曲線、産業の供給

教科書 23章24章

第18回 テーマ（何を学ぶか）：企業行動理論の復習

内 容：練習問題及びその解説

第19回 テーマ（何を学ぶか）： 市場均衡

内 容： 市場の調整、均衡の安定性

第20回 テーマ（何を学ぶか）：競争市場均衡の効率性：部分均衡分析

内 容：競争的市場均衡と社会的余剰

指定図書 6章

第21回 テーマ（何を学ぶか）：市場均衡と政策

内 容：余剰分析による政策の効率性評価

教科書 14章
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第22回 テーマ（何を学ぶか）：不完全競争理論（１）

内 容：独占の価格設定

教科書 25章

第23回 テーマ（何を学ぶか）：不完全競争理論（2）

内 容：自然独占、独占的競争

教科書25章26章

第24回 テーマ（何を学ぶか）：不完全競争理論（3）

内 容：寡占、クールノー・モデル、シュタッケルベルグ・モデル

教科書 28章

第25回 テーマ(何を学ぶか)：ゲーム理論

内容：囚人のジレンマ、ナッシュ均衡、参入障壁ゲーム

教科書 29章30章

第26回 テーマ（何を学ぶか）：競争市場均衡の効率性：一般均衡分析

内 容：パレート効率性、エッジワースのボックスダイアグラム、消費の効率性

教科書 32章

第27回 テーマ（何を学ぶか）：競争市場均衡の効率性（2）

内 容：生産を含む経済における競争市場均衡の効率性、厚生経済学の基本定理

教科書 33章

第28回 テーマ（何を学ぶか）：厚生経済学の基礎 (1)      

内 容：効用可能性フロンティア、社会的厚生関数

教科書 34章

第29回 テーマ（何を学ぶか）：厚生経済学の基礎 (2) 

内 容：公正な配分、羨望と衡平

教科書34章

第30回 テーマ（何を学ぶか）：まとめ

内 容：25回以降の復習

試 験 第24回終了後の期末試験期間中に行う。

※ 25回以降は課題研究とすることがあります。その際は、課題研究の内容・方法について改めてご連絡いたします。
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〔科目名〕

経済導入演習

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

樺克裕、國方明、小寺俊樹、七宮

圭、森統（あいうえお順）

〔オフィス・アワー〕

各教員より別途指示があります。

〔授業の方法〕

講義・演習

〔科目の概要〕

１年次の春学期に「経済学基礎論」で経済学の入門的基礎固めが終了したみなさんは、これから経済学のさまざ

まな専門科目を学んでいくことになります。経済学が取り扱う問題はきわめて多岐にわたっており、その内容も高

度です。したがって、将来どのような方向を目指して学習を進めていくのかをある程度見定めておかないと、大海

原の中を無駄に漂流する如くになる恐れがあります。本演習は、目前にどのような世界が広がっているかを少しで

も垣間見てもらうために準備されています。言い換えれば、本演習は経済学科の専門科目群を学んでいくための動

機付けの役割を担っています。

さまざまな専門分野を持つ5人の担当者が、それぞれの専門分野に関連するトピックで演習を行うことにより、
学生諸君の知的好奇心をできるだけ高めることを目的にしています。各担当者は3回の演習を担当し、ローテー
ションをすることによって合計で3回×5人＝15回の演習が行われます。なお、担当者の担当順序はクラスによ
って異なります。

本年度は、第1回～第12回を3回ずつ4人の教員（樺・小寺・七宮・森）が対面授業で担当し、第13回～
第15回は1人の教員（國方）が遠隔授業を担当します。
〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

経済導入演習は、各教員の専門分野の入門編として授業が展開されます。内容は、２年生以降の専門科目と関連する

ものも多いので、今後の各自の履修モデルの構築（授業科目の選択）に多いに役立つはずです。

また、２年生秋学期以降は、経済演習が始まります。経済演習では、各教員の専門分野を基に、学生が演習の所属を

自ら決めていきます。その決定の際に、経済導入演習の授業内容は参考になることが多いと思います。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

経済導入演習で展開される各教員の専門分野の入門編の授業を通じて、２年生以降、学生が主体的に履修モデルを

決定し、経済演習Ⅰの所属決定に際して、ゼミの内容について理解した上で、自発的に決定できるようになることがこの

科目の目的です。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

クラスごとに授業のローテーションが異なるので、授業でローテーションについて示したいと考えています。また、採

点基準についても各教員から明示します。

〔教科書〕

各教員より指示があります。

〔指定図書〕

各教員より指示があります。

〔参考書〕

各教員より指示があります。

〔前提科目〕

特にありません。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

各教員が３クラス統一の基準で評価します。

教員毎の評価を合算して、全体の評価とします。

〔評価の基準及びスケール〕

評 価 得点比率

 A    80％ ～ 100％

 B    70％ ～  80％未満

 C    60％ ～  70％未満

 D    50％ ～  60％未満

 F    50％未満

（様式１）
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担当教員：樺 克裕 〔テーマ〕 財政学入門

政府の経済活動である財政について、基本から説明します。

〔オフィス・アワー〕

授業中にお知らせします。

〔演習概要〕

政府の経済活動である財政は、経済活動の中で、非常に大きな役割を担っています。この演

習では、財政の基本的な仕組み、租税、予算、国債等の説明、国と地方の財政の相互連関性

等について説明し、テーマに沿って出題する課題を考えることで財政に対する理解を深めて

貰います。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

レポート課題で評価します。詳細は３回目の授業中に説明します。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

この授業は、科目の概要にもあります通り、今後の履修モデルや２年生秋学期から始まる経済

演習Ⅰの選択に関して、概要を示す役割を担っています。

私の演習を通じて、現在の経済学的な（特に財政学的な）課題について、解説しますので、学

生の皆さんには、経済学の理論だけでなく、幅広く社会に関心を持って頂ければと思いま

す。

〔実務経歴〕

各教員の実務経験を活かし、具体的な経済活動の場を見学し、現実感を持って経済活動

を理解したり分析したりすることに興味を持ち、経済学への学習意欲を高めることを目

的とした授業です。

〔教科書〕

ありません。授業は配布するレジュメに沿って進行します。

〔その他〕

なし

担当教員： 國方 明 〔テーマ〕 経済学の多様性を体験する

〔オフィス・アワー〕

まず対面の場合、場所は525号室です。日時は525号室の扉周辺に掲示します。

次に遠隔の場合、次の2点を設定します。

本学ポータルサイト「会議室」や電子メールで、相談に対応します。

電子メールで日時を調整したうえで、Zoomでの相談にも対応したいと思います。

〔演習概要〕

他の教員の担当回で、経済学に様々な分野があることを学びました。この多様性を、レポート

執筆を通じて体験してもらいます。

(公財)日本経済研究センターのウェブサイトで、経済学者やエコノミストが、様々な経済分野

についてコラムを執筆し公開しています(URLはhttps://www.jcer.or.jp/j-column, QRコードは

本項目の最後、「日本経済研究センター コラム」で検索すると見つけやすいでしょう。)。

國方担当回では、課題を 3 回出します。各回の課題で、皆さんは次の(1)と(2)両方を行いま

す。

(1) 上記(公財)日本経済研究センターのウェブサイトで、皆さんの関心あるコラムを各回 1 つ

選ぶ。

(2) ① ③次の ～ 全てをレポートにまとめる。そして、本学ポータルサイト「課題管理」を通じて、

レポートを提出する。

① 各回選んだコラムのURL と著者名

② 各コラムを選んだ理由。70文字以上100文字以下。

③ 各コラムを読んだ感想。100文字以上200文字以下。

11月30日(火)までに、学内掲示などで、課題にかかわる追加指示を行います。この指示に従

ってください。
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

課題への取組状況に基づき、皆さんを各回10点満点、3回合計30点満点で評価します。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

本学ポータルサイトの「課題管理」及び「会議室」、並びに、電子メールなどで各種連絡を行う

予定です。頻繁にこれらを確認してください。

〔実務経歴〕

各教員の実務経験を活かし、経済学科の専門科目群を学んでいくための動機付けとそれぞ

れの専門分野に関連するトピックで演習を行うことにより知的好奇心を高める授業です。

〔教科書〕

該当なし。

〔その他〕

該当なし。

担当教員：小寺 俊樹 〔テーマ〕 医療経済学入門

〔オフィス・アワー〕

初回の授業にて提示します。

〔演習概要〕

医療サービスの特徴や日本の医療制度等について講義します。講義内容に関連した課題に

取り組むことで、医療経済学について学んでいきます。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

授業内の課題、レポートで評価します。詳細は授業でお知らせします。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

配布資料を用いて授業をします。日本の医療の問題に興味を持って参加してもらえればと思

います。

〔実務経歴〕

各教員の実務経験を活かし、経済学科の専門科目群を学んでいくための動機付けとそれぞ

れの専門分野に関連するトピックで演習を行うことにより知的好奇心を高める授業です。

〔教科書〕

ありません。

〔その他〕

ありません。

担当教員：七宮 圭 〔テーマ〕 経済学のための確率入門

〔オフィス・アワー〕

509研究室。曜日・時間は研究室前に掲示します。

〔演習概要〕

統計学やファイナンスなどの経済学の科目で必要となる確率の基礎知識について講義しま

す。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

各授業終了前に実施する小テスト。

病気等により欠席した場合は欠席届を提出してください。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

資料と黒板を使った講義を予定しています。

黒板の文字を書き写すことが目的ではなく、講義の内容を理解することが目的となります。

〔実務経歴〕

なし。
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〔教科書〕

なし。毎回、資料を配布します。

〔その他〕

なし。

担当教員：森 統 〔テーマ〕 不確実性下の意思決定理論

〔オフィス・アワー〕 507研究室 日時については初回の講義時にお伝えします。

〔演習概要〕

経済学で用いられる、不確実性の下での意思決定に関する理論に焦点を当てます。まず、そ

の代表的な理論である期待効用理論について解説します。また、この理論に対する反例（ア

レ、エルスバーグ）を取り挙げ、それと同様の「思考実験」を実際に行いながら理論の妥当性

を考察します。そして、近年、期待効用理論に代わる理論として行動経済学の分野で提唱さ

れているプロスペクト理論について検討します。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

既存の理論や学説については、配付資料をもとに解説を行います。また、理論に対する反例

（パラドックス）に基づいた簡単な仮想質問アンケートを実施し、その回答を提出していただき

ます。3 回目の講義時において、それまでの講義内容についての簡単な試験を行うか、レポ

ートを書いて提出していただきます。成績評価は、アンケート回答の提出状況および試験ま

たはレポートの内容で評価します。なお、試験の問題またはレポートの課題は本担当の最初

の講義時間に示します。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

伝統的経済学の基礎的内容、その批判的展開を通じた新たな学問の動向をわかりやすく説く

とともにその面白さを伝えられればとよいと思います。理論を検証するために、素朴な形のア

ンケートを実施しますが、受講生の方はその結果の考察を含め興味をもって真摯に取り組む

ことを望みます。

〔実務経歴〕

実務経歴はありません。

〔教科書〕

教科書は特に用いませんが、参考文献は演習時間中に示します。

〔その他〕

特にありません。
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〔科目名〕

フィールドスタディ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

基礎科目

〔担当者〕

引率・指導(クラス担当)

青山 直人、河野秀孝

樺 克裕、 國方 明

小寺 俊樹、森 統

コーディネーター

七宮 圭

〔オフィス・アワー〕

時間： クラス担当教員の指示に従ってください。

場所： 同上

〔授業の方法〕

講義、演習

〔科目の概要〕

具体的な経済活動の場について知り、現実感を持って経済活動を理解したり分析したりすることに興味を持ち、

経済学への学習意欲を高めることが授業の目的です。したがって経済学科能力育成プログラムの第一段階の「経済

学への動機づけ」の役割も担っています。春学期で履修済みの経済学基礎論とともに経済活動の場を具体的に知る

ことを通じ、実社会の経済活動に対して科学する心が芽生えるものと考えています。

例年、授業では県内の事業所を見学することにしていましたが、今年度は、新型コロナウイルス感染症対策を考

慮し、事業所の訪問・見学を控え、代わりに、事業者より講師をお招きし、それぞれの現場における運営・活動の状

況を詳しく解説していただくことにしました。所属クラスについては、春学期に決定済みで、学内に掲示しています。

各自確認してください。今年度の講話の実施日は、以下の3つ(いずれも木曜日5時限)です。

9月30日(クラス① ② ⑤ ⑥ )、10月7日(クラス① ② ③ ④ )、10月14日(クラス③ ④ ⑤ ⑥ )

この授業を有意義なものにするため、各人がレポートを書き、クラス担当教員に提出するようにします。レポー

トでは講話で受けた説明を通じて社会の経済活動に関する皆さんの一層の興味や理解を深めることが主な狙いで

すので、各自がテーマを選び、何が（経済的）課題で、課題解決のためには、何がなされなければならないか等を

まとめてください。レポート執筆はこの科目の重要な位置づけになっています。皆さんの自主性を重んじていま

すので、各自が課題を持ち、積極的に図書館などを利用して文献調査を行い、さらに必要な基本的知識も学習して

ください。レポートには参考文献リストも書いてください。レポート執筆の際はクラス担当教員に積極的に相談し

てコメントを受け、学期末に実りあるレポートを提出してください。

具体的な流れ：

１．事前研究

２．講話の聴講

３．レポート執筆

講話の聴講やレポートを実りあるものにするためのポイントは、次のような心構えや準備です。自分はどのような

視点で事業者の講話を聴講するのかを事前に決めておくことです。そのような視点に基づく事前的な調査も大切

です。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

実際の経済活動の場を知り、現実感を持って経済学を学習するきっかけを与えるとともに、経済学科能力育成プ

ログラムの第一段階の「経済学への動機づけ」の役割も担っています。実際に現場で事業を行っている方の講話を

通じて実社会の経済活動の諸問題に対して興味を持ち、それらを論理的に理解したり分析したりすることの重要性

を認識してください。さらに今後の履修される展開科目の動機づけになればと思います。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

講話の聴講と自主性を重んじたレポート執筆を通じて学生自らが経済的な問題について考えるようになれば幸

いです。その際には何が重要になるのでしょうか。一年生の段階では統一的・論理的分析が困難であっても、論理

的思考力を鍛えることの重要性は認識してください。そのような視点から聴講したりレポートを書いたりしてくだ

さい。そのような視点は、今後履修される展開科目でも役立つはずです。

（様式１）
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〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

授業評価では、レポート指導について懇切丁寧であるとのコメントがありました。今年度においても、引き続き充実した

レポート指導を心掛けます。

〔教科書〕

なし。但し、クラス担当教員が適宜資料を配布する予定です。

〔指定図書〕

なし

〔参考書〕

なし

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

次の 2 つを総合して、各受講者を評価します。(1)講話・授業における活動・貢献、(2)講話の聴講後に執筆するレポー

ト。

〔評価の基準及びスケール〕

〔学修の課題、評価の方法〕で書いた通り、講話・授業への参加状況と、レポートの総合評価に基づいて、皆さんの成

績が決まります。さらに言えば、講話への参加はレポート執筆の前提となりますので、当日は必ず出席してください。冠

婚葬祭など、やむを得ない事情で欠席する場合には、クラス担当教員へ早急に連絡してください。

成績評価の詳細については、授業の最初の時間にクラス担当教員から説明があります。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

 本科目は多くの学内外の方々の協力を頂いて成り立っています。この科目が有意義なものになるよう講話での皆さ

んの積極的な質問や姿勢を期待しています。さらには意欲的なレポートも期待しています。

 [科目の概要]で述べたように、この科目では春学期中にクラス編成を済ませています。このため、原則として秋学期

中のクラス間移動を認めません。

 202１年 6 月 28 日(月)の説明会で、資料を配布しました。この資料には、事業者の紹介や注意事項を挙げていま

す。本科目の受講に際して、この資料を適宜参照してください。

〔実務経歴〕

※（ 実務経験のある教員：河野教授、樺教授、國方准教授、小寺准教授）

各教員の実務経験を活かし、具体的な経済活動の場に通じ、現実感を持って経済活動を理解したり分析したりするこ

とに興味を持ち、経済学への学習意欲を高めることを目的とした授業です。

プログラムの段階的スケジュール

1段階 講話を聴く事業者に関する事前研究

2段階 講話聴講

3段階 レポートの課題決定（ クラス担当教員と相談）

4段階 クラス担当教員によるレポート添削を２回行います。

5段階

提出期限は、各クラス担当教員の指示に従ってください。

最終レポートの提出 （ クラス担当教員へ）。
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〔科目名〕

日本経済概論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

基礎科目（必修）

〔担当者〕

木立力， 大矢奈美

〔オフィス・アワー〕

時間：各担当者の初回に連絡する

場所：

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

経済「学」には分析方法・理論を学ぶ統計学，ミクロ経済学、マクロ経済学と，ある分野を専門的に学ぶ労働経済学，国

際経済学、金融経済学などの応用分野がある．

それらに対して，この科目はこれから学ぶ対象である日本経済について，その概観を示すとともに，個々の経済問題

が密接に相互関連していることを解説する．経済はグローバル化しているが，私たちは日本で生活しているので，日本

から世界を見ることになる． そのため日本の制度・システムの特徴と日本から見た経済の全体像を明らかにする．

前半は大矢が担当し，戦後の日本経済を概観し，アベノミクスまでの日本経済の歩みを追う．後半（第 8 回～）は木立

が担当し，前半の内容を踏まえ、近年の日本経済における課題を労働，社会保障，財政などさまざまな側面から光を当

てる．全体を通じて日本経済の全体像が理解できるようになる．

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

1 年次では，経済統計，ミクロ経済学，経済数学などの経済「学」の理論を学び，2 年次以降では，金融経済学，財政

学，労働経済学，地域経済学などの専門科目を学ぶことになる．経済について洞察することが目的であるから，理論を

厳密に学ぶことは重要ではあるが、理論は抽象化された概念構成で成り立っている．現実との接点を見失っては，目的

を実現する事は出来ない．また，専門科目を詳細に学ぶことは重要ではあるが，他の経済問題との関連を見失ってはな

らない．この科目を学ぶことによって，第1に経済「学」の理論はどのように使われるのか，第2に各専門科目は相互にど

のように関連しているのかがわかり，経済学科で学ぶことの鳥瞰図が描けるようになる．第３に経済学はそれの背景をな

す社会構造と切り離せない．日本経済は日本社会の基盤の上に成り立っていることを理解する．

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

経済学科で学ぶ対象としての経済問題を扱うので，具体的な経済問題とその背後にある社会問題が数多く取り上げら

れる．個々の経済問題・社会問題について正確に理解し，日本経済の個々の特徴を捉えることが中間目標である．

日本の経済問題や日本経済の個々の特徴は，相互に関連している．これらが一体となった日本経済の全体像を，講

義を通して受講者一人一人が描き，個別専門領域に取り組むことが出来るようになることが最終目標である．

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

昨年度はおおむね良い評価を得られた．今年度も資料の内容や板書を工夫したい．

〔教科書〕

特に指定しない．

〔指定図書〕

宮川・細野・ 細谷・川上（2017）『日本経済論 (【ベーシック+】)』中央経済社．

〔参考書〕

なし

〔前提科目〕

なし

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

期末試験までに扱った内容（前半および後半部分）の試験と，後半部分の小レポートの合計点によって評価する．

〔評価の基準及びスケール〕

80点以上A，

70点以上80点未満B，

60点以上70点未満C，

50点以上60点未満D，

50点未満F 

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

日本経済についての好奇心を喚起し，さらに詳しく学ぶ向学心につながるような講義にしたい．

なお，12月の調整期間については授業内およびポータルサイト等で案内をするので，注意すること．

〔実務経歴〕

なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）：日本経済の歩み：高度成長期

内 容：現代の日本経済の基礎を形成した時期をふりかえる．

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：日本経済の歩み：高度成長から低成長へ、プラザ合意

内 容：低成長期への転換， 変動相場制への移行と円高

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：バブル経済の発生

内 容：バブル経済の発生過程

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：バブル経済の崩壊

内 容：バブル経済の崩壊 「失われた10年」へ．

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：長期不況，再生への道

内 容：バブル崩壊後の長期不況と，日本経済の再生過程，金融政策

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：日本の競争政策

内 容：「独占禁止法教室」

ゲストスピーカー：公正取引委員会委員による講演

第7回 テーマ（何を学ぶか）：東日本大震災とアベノミクス

内 容：リーマンショックによる世界同時不況，東日本大震災後の日本経済とアベノミクスを考える．

教科書・指定図書
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第8回 テーマ（何を学ぶか）：労働

内 容：日本的雇用システム

教科書・指定図書

第9回 ②テーマ（何を学ぶか）：労働

内 容：女性の就労とこれからの働き方

教科書・指定図書

第10回 ③テーマ（何を学ぶか）：労働

内 容：少子化問題

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：財政制度

内 容：日本の財政制度の概要

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：財政の現状

内 容：日本の債務

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：社会保障

内 容：日本の社会保障制度の概要

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：貿易

内 容：日本の貿易の概要

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：試験

内 容：第8回～第14回の内容に関する試験

教科書・指定図書

試 験 前半部分＋それまでにおこなわれた後半部分の内容について試験をおこなう
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〔科目名〕

経済統計

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目・基幹科目

〔担当者〕

七宮 圭

〔オフィス・アワー〕

時間：第1回講義時のアンケートをもとに決定

場所：509研究室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

物価指数や GDP、失業率などニュースや新聞で取り上げられている経済の状況や規模を「測る」ために用いられる統

計についての意味や資料の解釈、データの入手方法などを中心に学習します。

また、統計学の1つの分野である「記述統計学」と呼ばれるデータの特徴を把握するために数値や表、グラフを使って

集計・表現する方法などを学習します。

なお、第４回に予定している青森の統計については、青森県企画政策部統計分析課からゲストスピーカーをお招きし

て、統計の数字が実際にどのように作成されているのかということや、青森県の統計およびそれに関する制度につ

いての解説を予定しています。日程や内容が変更となる可能性がありますので、予めご了承ください。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

現実経済で起きたことを把握するために様々な統計的指標が計算され、それらの数字を踏まえたうえで経済学の理論

に基づいた議論や政策提案が行われています。それらの議論や政策提案を理解するためにも、根拠となっている統計

的指標の意味を理解する必要があります。また、他の授業でのレポートや卒業研究で論文を作成する際にも役に立つ

でしょう。

関連科目としては、以下のものがあげられます。

 統計学：「経済統計」で学ぶ記述統計学はデータの集計やグラフ、表の作成が中心ですが、確率論を背景として与

えられたデータから全体を推測する推測統計学を学習する科目です。

 計量経済学：経済学で使用する数理モデルにデータを当てはめ、統計分析をするための理論として発展した科目

です。

 実証経済分析：統計学と計量経済学で学んだことを応用して、データをもとに実際の経済の状況を分析する科目で

す。

これらの科目を履修する際には高校時代に学んだ数学の知識、「経済数学」の授業で学んだことや、データの整理と

解析のためにMicrosoft Excelの知識などが役に立つでしょう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

統計的指標の意味が分かること、資料の意味が分かること、統計的記述に慣れること、そして「統計学」や「計量経済

学」などの科目を学ぶ際の基礎を作ることを到達目標とします。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

内容の理解を深めるための工夫として、資料の改良を行います。

〔教科書〕

なし。

※毎回資料を配布する予定です。欠席や紛失等で資料が必要な場合はオフィス・アワーの時間に研究室に取りに来て
ください。

〔指定図書〕

なし。

〔参考書〕

谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、ISBN：9784883840960

※第I部基礎編に沿って授業を行いますが、出版後の統計制度の変更に従い、内容を大幅に追加・修正します。無理に
購入する必要はありません。

他は授業中に紹介します。

（様式１）

84



〔前提科目〕

なし。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

 レポート： インターネットや図書館などを利用した簡単な調査と考察

 宿題： 記述統計学に関する計算問題

 試験： 内容は正誤問題を予定

〔評価の基準及びスケール〕

評価のウェイトは

 レポート： インターネットや図書館を利用した簡単な調査と考察：10％

 宿題： 記述統計学に関する計算問題：30％

 試験： 60％

として、合計点を計算し、以下のように成績を評価します。

評価 点数の範囲

A 80点以上

B 70点以上80点未満

C 60点以上70点未満

D 50点以上60点未満

F 50点未満

ただし、全体的に点数が悪い場合には得点の分布状況をもとに評価の点数の範囲を適宜下方修正します。

また、レポートや宿題を締め切り後に提出した場合は、理由に応じて点数を減らします。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

経済の様々な状況を測るための指標を簡単に見ていくことになりますので、内容が広範囲にわたります。基本的には

参考書の内容に沿って講義をしていきますが、制度が変わってしまったので、配布資料だけではなくインターネットを使

って各省庁のホームページを調べてみることもお勧めします。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション、経済のしくみと統計体系

内 容： 経済学と統計学の関係、授業の大まかな内容の説明

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第１章

第2回 ①テーマ（何を学ぶか）：景気統計

内 容：景気変動、在庫・設備投資の循環変動

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第２章

第3回 ②テーマ（何を学ぶか）：景気統計

内 容：景気動向指数、ビジネス・サーベイ

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第２章

第4回 テーマ（何を学ぶか）：青森の統計

内 容：青森県企画政策部統計分析課からゲストスピーカーをお招きして、統計の数字が実際にどのよう

に作成されているのかということや、青森県の統計およびそれに関する制度についての解説を予定。

資料配布予定

第5回 テーマ（何を学ぶか）：SNA ①統計

内 容：新しいSNAの基本的な考え方、生産支出勘定、部門別総生産と所得支出勘定

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第３章
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第6回 テーマ（何を学ぶか）：SNA ②統計

内 容：資本調達勘定、海外勘定、推計方法・デフレーター

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第3章

第7回 ①テーマ（何を学ぶか）：物価統計

内 容：価格現象の統計体系、物価指数の作成方法、消費者物価指数

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第4章

第8回 ②テーマ（何を学ぶか）：物価統計

内 容：消費者物価地域差指数、企業物価指数、そのほかの価格統計

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第4章

第9回 テーマ（何を学ぶか）：人口統計

内 容：人口現象の把握方法、人口静態統計、自然増加統計、社会移動統計

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第5章

第10回 ①テーマ（何を学ぶか）：データの身近な分析方法

内 ①容：度数分布表、ヒストグラム、代表値

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第6章

第11回 ②テーマ（何を学ぶか）：データの身近な分析方法

内 ②容：代表値 、

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第6章

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 総復習

内 容：第1回から第11回までのまとめ

第13回 テーマ（何を学ぶか）： ③データの身近な分析方法

内 容：変化率と構成比、弾力性と寄与度

参考書：谷沢弘毅 「コア・テキスト 経済統計」新世社、第6章

第14回 テーマ（何を学ぶか）： ④データの身近な分析方法

内 容： ―ジニ係数、ローレンツ曲線、ハ フィンダール・ハーシュマン指数

第15回 テーマ（何を学ぶか）： ⑤データの身近な分析方法

内 容： 分割表、散布図、相関係数

試 験
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〔科目名〕

自分知の探究

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

安田公治

長岡 朋人

〔オフィス・アワー〕

時間： 安田：授業内で指示 長岡：12：10～13：00（長

岡）

場所： 安田：教室及び研究室 長岡：605研究室（長岡）

〔授業の方法〕

講義、演習

〔科目の概要〕

安田担当部分

前半ではまず経済学の基本的な考え方を理解し、将来の目的を設定して現時点で自分自身がどうすればその目標を達

成できるかについて考える。また消費者・家計、企業・事業者の行動について経済学的な説明をしたうえで、将来家庭の

一員として家計をどう考えるか、事業計画などについても考えていく。実際に架空の家庭や企業・運営者を想定したグル

ープワークも行い、最後には商品の企画・プレゼンテーションを行う。また少子高齢化における高齢者と若い世代の交流

やレクリエーションについても学び、レクリエーションの企画のプレゼンも行う。

長岡担当分 健康や医療の問題をトピックとして、生と死に関わる倫理的問題に向き合ったとき私たちはどのように意思

決定をするかどうか、考えを深めます。私たちは出生から死まで医療に密接にかかわっています。終末期医療、脳死と

移植医療、安楽死と尊厳死をめぐる倫理的問題、疾病構造と医療経済の問題、地域医療の問題などをトピックに、大きな

ライフイベントにおける意思決定を討議します。医療に関わる問題を取り扱いますので、討議に関わる基礎知識は事前

もしくは事後に講義を行います。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

安田担当部分 少子高齢化社会における地域活性化では、地域内での老若男女のスムーズな交流が必要となる。

そのためにはまず地域を構成する、家計や企業の行動原理について理解することが重要となる。

また子どもや高齢者を対象としたレクリエーションを模擬的に企画することを通して、地域の高齢者や子どもの交流を体

感することで、地域活性化における世代を超えた交流の重要性を理解する。

長岡担当分 医療の問題は私たちの人生に深くかかわるだけではなく、経営経済学とも学際的な接点があります。また、

医療は同時に地域の重要なテーマで、地域みらい学科の学生には多面的な視野を持ちながら、地域が抱える問題に立

ち向かってほしいと願っています。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

安田担当部分

1．最終目標

将来どのようなリスクがあるかを理解し、そのリスクに対処するための選択を自分の意志で行えるようになる。

また地域社会で起こりうる問題を理解し、その地域活性化の計画を立てられるようになる。

2..中間目標

自分と異なる意見を理解したうえで自分の主張を行えるようになる。

グループで効率よく意思や計画を共有する方法を学ぶ。

長岡担当分

1． 最終目標

（1）自分の言葉で情報を整理し意見を述べることができること、（2）地域医療や倫理的問題に関心を高めることです。

2． 中間目標

（1）膨大な情報量を持つ学問領域を知ること、（2）健康や医療のリテラシーを身につけることです。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

安田担当箇所：授業評価基準を初回の時点で十分理解できるように説明する。

長岡は該当なし

〔教科書〕

配布資料

（様式１）
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〔指定図書〕

なし

〔参考書〕

なし

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

安田担当部分：個人に課す提出物及びレポートで評価する。配点の内訳は授業内の提出物40%、レポート60％。

レポートの締め切り提出方法は前半の講義中に指示。なおグループワーク時の欠席や参加姿勢に問題があると判断される場合は減点す

る場合がある。

長岡担当部分：授業内の課題提出物、レポート、グループ学習の積極性で評価します。授業内の課題提出物は40％、レ

ポートは 50％、グループ学習の参加姿勢は 10％とします。グループ学習を行うため、欠席は成績評価を減ずる方針で

す。

〔評価の基準及びスケール〕

Aは80点以上、Bは70～79点、Cは60～69点、Dは50～59点、Eは49点以下と評価します。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

（1）遅刻・欠席はできるだけ控えてください。（2）講義で分からないことは気軽に質問してください。（3）受動的な姿勢で

受講しないでください。

〔実務経歴〕

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション

内 容： 講義の進行の説明、経済学の考え方、意思決定について

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 消費者・家計 (1) 

内 容：家計とは何か、将来自分が家庭の一員として家計を担うことについて、将来のリスクも考えた上で行

動を選択することを学ぶ。

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 消費者・家計 (2) 

内 容：グループ学習（消費者・家計の行動を実践的に考える）

前週の内容を受けて実際にグループで架空の家庭を作り、問題点について体感しながら

議論する。

第4回 テーマ（何を学ぶか）： 事業計画 (1) 

内 容： 将来起業またはイベントなどの企画、または就職する際の問題点について経済学の知識も交え

ながら考える。次週のグループワークの計画を立てる。

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 事業計画 (2) 

内 容： グループワークとしてペーパータワーを行う。その際にグループ毎に計画書を事前に作成し、計

画を立てることの重要性を理解する。

教科書・指定図書
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第6回 テーマ（何を学ぶか）： 商品やサービスのプレゼンテーション

内 容： 既にある商品やサービスを基に新しい商品やサービスをグループで考えプレゼンを行う。

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 少子高齢化社会の世代間交流とレクリエーション（１）

内 容： レクリエーションとは何か。グループで少子高齢化社会における子どもと高齢者の交流について

議論する。

教科書・指定図書

第8回 テーマ（何を学ぶか）： 少子高齢化社会の世代間交流とレクリエーション（2）

内 容： 前週の内容を踏まえて、子どもと高齢者の交流を前提としたレクリエーションの企画のプレゼンを

おこなう。

教科書・指定図書

第9回 テーマ（何を学ぶか）：生命倫理学の基礎

内 容：生命倫理学のトピックを用いて、文献の読み方とまとめ方を学びます。地域みらい学科の学生に必

要な基礎的なアカデミックライティングを復習します。

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：生命倫理学の基礎

内 容：生命倫理学の文献に基づいて自分の意見をまとめる方法を学びます。地域みらい学科の学生に必

要な基礎的なアカデミックライティングを復習します。

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：先端医療と生命倫理

内 容：脳死や臓器移植をテーマに、生と死に関わる倫理的問題について討議します。グループ学習の基

礎力を涵養します。

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：先端医療と生命倫理

内 容： 安楽死・尊厳死をテーマに、生と死に関わる倫理的問題について討議します。グループ学習の基

礎力を涵養します。

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：医療資源の分配

内 容： トリアージをテーマに、生と死に関わる倫理的問題について討議します。グループ学習の基礎力

を涵養します。

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：疾病構造と医療経済

内 容：疾病構造の変化と生活習慣病が医療経済に及ぼすインパクトについて討議します。グループ学習

の基礎力を涵養します。

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）： 地域医療

内 容：青森県の短命県返上を目指す試みを俯瞰し、健康や医療に関わる地域貢献について討議します。

グループ学習の基礎力を涵養します。

教科書・指定図書

試 験
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〔科目名〕

科学への探求

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

足達健夫・長岡朋人

〔オフィス・アワー〕

時間： 別途告知する。

場所： 1302（足達）、605（長岡）

〔授業の方法〕

講義、演習

〔科目の概要〕

本科目は前半を足達、後半を長岡が担当し、両方の担当範囲について期末試験期間に1回試験を行います。

・前半（足達担当）

自然科学について、漠然としたイメージではなく、その歴史や科学的方法の側面から理解します。歴史的に自然科学

がどう捉えられてきたか、「科学」と「科学ではないもの（疑似科学）」の線引き、人間のまちがいやすさ、それを補完する

ための方法論などについて話します。

・後半（長岡担当）

私たちの身の回りにある科学技術を題材に、科学コミュニケーション、科学報道、科学と戦争、科学と不正など、科学と

社会のかかわりを学びます。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

「科学への探求」の目的は、科学的な思考の枠組みを学び、科学と社会との関係について考えることにあります。

前半は、科学的な方法について学びます。ある主張をするとき、根拠はなにか、なぜそれが根拠と言えるのか、どのよ

うな批判があり得るかなどを正しく捉えなければなりません。データを目の前にして、どれが原因で、どれが結果なのか

も明確にする必要があります。これはあらゆる科目において重要な点です。

後半は、科学技術社会論について学びます。私たちの身の回りは科学技術に囲まれています。前半の講義で涵養し

た批判的精神をもとに、科学報道を信じてもよいのか、科学技術は万能であるか、科学技術は私たちの生活を幸せにし

たのか、身の回りのトピックを題材に考えを深めます。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・前半（足達担当）

「科学的態度」「論理的な考え方」「批判精神」を身につけること。

・後半（長岡担当）

普段当たり前のことであっても視点を変えることによってものの見え方が異なります。多面的な視点を身につけましょ

う。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

足達：「試験の範囲を教えてほしい」という声について。試験の範囲とは本来、講義内容すべてが対象です。教員によっ

ては具体的な範囲や、「こういう問題が出る」という「ヒント」を出す人もいますが、それはあくまでその教員独自の方法で

あり、普遍的なルールではないと思います。

長岡：今年度より担当のため、なし。

〔教科書〕

〔指定図書〕

（ 様式１）
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〔参考書〕

「科学技術社会論の挑戦 2 科学技術と社会」（藤垣裕子ほか、東京大学出版会、2020 年）、「軍事研究の戦後史」（杉山

滋郎、ミネルヴァ書房、2017年）、「日本の近代科学史」（杉山滋郎、朝倉書店、2010年）

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

・試験により評価します。両教員の評価をおなじ比率で合算して行います。

・前半、後半の講義のどちらかで 3回欠席した者は、試験の点数に関わらずその時点で F評価とします。

〔評価の基準及びスケール〕

 A:80%以上

 B:70~79% 

 C:60~69% 

 D:50~59% 

 F:50%未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・前半（足達担当）

講義中、ランダムに質問して回答してもらったり、意見を述べてもらったりします。独創的な意見を、しっかりと話すこと

を心がけてください。

・後半（長岡担当）

講義は学生と教員がともにつくりだすものです。講義に積極的に関わるように努めてください。学習した知識や意見を

自分の言葉で表現できるかどうかを重視します。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 信頼できる根拠とは

内 容： ネットにおける情報、SNSの影響、

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 「信じやすさ」の心理

内 容： バイアス、迷信、統計的な説明

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 相関と因果

内 容： 相関関係と因果関係、効果の検証
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第4回 テーマ（何を学ぶか）： 疑似科学

内 容： 線引き問題

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 科学方法論（1）

内 容： 帰納主義と反証

第6回 テーマ（何を学ぶか）： 科学方法論（2）

内 容： 帰納主義に対する批判、反証主義

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 科学方法論（3）

内 容： 反証主義の問題点、必要条件と十分条件

第8回 テーマ（何を学ぶか）： パラダイム

内 容： 通常科学、パラダイムシフト

第9回 テーマ（何を学ぶか）：科学コミュニケーション

内 容：科学コミュニケーションは、科学者が科学を市民に伝え科学リテラシーを高めるとともに市民から社

会的リテラシーを高める双方向のコミュニケーションです。科学コミュニケーションの方法を学びます。

教科書・指定図書：「科学技術社会論の挑戦 2 科学技術と社会」（藤垣裕子ほか、東京大学出版会、2020

年）

第10回 テーマ（何を学ぶか）：科学とメディア

内 容：新型コロナウィルスに関わる科学報道の問題点と科学コミュニケーションを学びます。

第11回 テーマ（何を学ぶか）：科学と不正

内 容：科学史における重大な研究不正の事例、不正の原因、不正への防止の取り組みを学びます。

第12回 テーマ（何を学ぶか）：科学者と戦争

内 容：。科学は平和利用にも軍事利用にも使われるデュアルユースです。科学者が軍事研究に従ってき

た歴史と軍学共同研究が急速に進んでいる現状を理解します。

教科書・指定図書：「軍事研究の戦後史」（杉山滋郎、ミネルヴァ書房、2017年）

第13回 テーマ（何を学ぶか）：科学者と戦争

内 容：。科学者と戦争の続きです。科学は平和利用にも軍事利用にも使われるデュアルユースです。科

学者が軍事研究に従ってきた歴史と軍学共同研究が急速に進んでいる現状を理解します。

教科書・指定図書：「軍事研究の戦後史」（杉山滋郎、ミネルヴァ書房、2017年）

第14回 テーマ（何を学ぶか）：科学と生活

内 容：産業革命以降、生物としての人間の身体が新しい科学技術にどのように不適合をおこしたかを議論

します

第15回 テーマ（何を学ぶか）：科学と女性

内 容：日本の近代科学史を振り返り、女性科学者の現状、女子の高等教育の歴史について理解します。

教科書・指定図書：「日本の近代科学史」（杉山滋郎、朝倉書店、2010年）

試 験
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〔科目名〕

地域形成基礎論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門

〔担当者〕

飯田 俊郎

〔オフィス・アワー〕

時間：未定（社会授業時に連絡する）

場所：1202 飯田研究室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

少子高齢化と東京一極集中の進行により、日本の地方都市では地域社会の縮減が加速している。この問題へ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥の処方箋としては、 コンパクトシティ、 都市たたみ、 合併、 広域連携、 市民自治、 コミュニティ形成

といった手法が採用されている。この科目では「積雪寒冷都市のまちづくり／まちそだて」をテーマに、北海道・

⑤ ⑥北東北・北米の諸都市の事例を解説しながら、それらに共通する地域課題を 市民自治と コミュニティ形成

によって解決する方策を検討する。これと並行して、そもそも地域社会とは、コミュニティとは、町内会・自治会

とは何かを解説して行く。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

それぞれの地域で現在、生起している社会経済的な動きには大きな流れや背景があり、それが相互に関連

しあっていることを認識する必要がある、地域のあり姿（実態）を客観的に、かつ多様な視点から認識するため、

地域のとらえ方、地域形成の歴史、地域づくりと地域主張の３つの視点から、事例を中心に具体的に、かつ

多様な見方（視点）を深められるよう展開する。

特に関連が深い科目は「地域リーダーシップ論（1年秋期必修）」、「地域社会論Ⅰ（2年春期選択必修）」、

「地域社会論Ⅱ（2年秋期選択必修）」である。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

① ②自分が育った身近な地域社会と、 青森市の双方に深い関心を持ち、それぞの課題解決にコミュニティ形成

① ②がどのような意義を持つかを、理論と事例研究を踏まえて論じられるようになる。 は中間レポートで、 は期末レ

ポートで論じる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

紹介される他地域の事例が身近に感じられるよう、青森市や学生の出身地との比較を十分に取り入れる。

〔教科書〕

諸富徹、『人口減少時代の都市』、中公新書、2018年(税込) 

〔指定図書〕

櫻井義秀・飯田俊郎・西浦功編著、2014年、『アンビシャス社会学』、北海道大学出版会、2,000円〔税抜き〕

〔参考書〕

なし

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

中間レポート（30％）と期末レポート（46％）および、毎回の授業時に提出するコメント（24％）を評価対象とする。

中間レポートでは、自分が育った身近な地域社会におけるコミュニティ形成について記述する。

期末レポートでは、青森市におけるコミュニティ形成の必要性と可能性について記述する。

〔評価の基準及びスケール〕

毎回の授業時のコメントは、授業の理解（1点）とオリジナルな意見（1点）に分けて評価する。

中間レポートは、授業の理解（15点）とオリジナルな意見（15点）に分けて評価する。

期末レポートは、授業の理解（23点）とオリジナルな意見（23点）に分けて評価する。

（様式１）

93



〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

単に授業を理解するのではなく、その内容を自分が育った地域社会や、現在暮らしている青森市の状況に照らし

あわせて考察する姿勢を持つ。そのためには日頃から青森市の地域情報を集め、自分が育った地域社会の変遷

について調べる必要がある。

〔実務経歴〕

なし

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）：身近な地域のとらえ方 1 

内 容： 高校生の居場所と地域の未来

教科書・指定図書

第２回 テーマ（何を学ぶか）：身近な地域のとらえ方 2 

内 容： コミュニティスクール

教科書・指定図書

第３回 テーマ（何を学ぶか）：身近な地域のとらえ方 3 

内 容： 地域社会とスポーツ

教科書・指定図書

第４回 テーマ（何を学ぶか）：青森市と他市の比較 １

内 容： 函館市・八戸市・青森市の事例

教科書・指定図書

第５回 テーマ（何を学ぶか）：青森市と他市の比較 2 

内 容： 八戸市の祭りとスポーツ

教科書・指定図書

第６回 テーマ（何を学ぶか）：エビデンスに基づく地域比較 1 

内 容： 地域社会調査

教科書・指定図書

第７回 テーマ（何を学ぶか）：エビデンスに基づく地域比較 2 

内 容： 学生生活調査

教科書・指定図書 『アンビシャス社会学』

第８回 テーマ（何を学ぶか）：青森市と他市の比較 3 

内 容： 五所川原市の観光と地域福祉

教科書・指定図書

第９回 テーマ（何を学ぶか）：身近な地域のとらえ方 4 

内 容： 都市のサードプレイス

教科書・指定図書『アンビシャス社会学』

第10回 テーマ（何を学ぶか）：都市社会学の理論 1 

内 容： 都市は人を孤独にするか活発にするか

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：都市社会学の理論 2 

内 容： コミュニティとその担い手

教科書・指定図書
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第12回 テーマ（何を学ぶか）：都市社会学の理論 ３

内 容： サブカルはー発生装置としての都市

教科書・指定図書

試 験 期末レポートを提出する。詳細は授業中に説明する。
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〔科目名〕

地域リーダーシップ論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

必修科目

〔担当者〕

遠藤 哲哉

〔オフィス・アワー〕

時間： 授業開始後アナウンスする

場所： 大学院研究棟1301号室

E-MAIL

tetsuya@b.nebuta.ac.jp

〔科目の概要〕

現代地域社会における様々な諸問題を解決し、優れた組織、経営、社会を形成していくには、どのようなリーダーシッ

プを発揮することが必要であるか。特に、変革期においてイノベーションが求められる今日、現実を把握しつつ様々な

利害関係者をまとめ調整しながら、社会問題の解決を志向する変革型リーダーシップが期待される。リーダーシップを

発揮する際、社会の構造や環境、システム、組織、場を知り、フォロアーのニーズや状況を読み取って行うことが求めら

れる。その意味で、リーダーシップを行う実践舞台としての社会論、組織論、経営論が検討課題になる。さらに、その前

提には、何よりも哲学が重要である。リーダーシップとともに、組織論、経営論、社会論、哲学の検討が必要となってくる

のである。本科目では、基本的なリーダーシップの考え方を検討しつつ、リーダーシップそのものの本質論とともに、そ

の実践場としての組織、社会、そして哲学的な考え方を合わせて究明することによって、今日地域において求められる

ダイナミックなリーダーシップの全体像に迫っていく。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

地域みらい学科における必修科目である地域形成基礎論、地域と情報ネットワークとともに、実践的に重要な位置づけ

にある。選択必修科目としての経営戦略論、マネジメント論、地域企業論、地域社会論、自治体経営論などにおいても、

リーダーシップは重要な検討テーマであるが、本科目では特に地域社会における様々な経営主体の知識創造及び哲

学の観点からリーダーシップのあり方を検討する。本科目を履修することによって、今後様々な地域的実践場での理論

的、実践的イメージを持つことが可能となり、より豊かで効果的なリーダーシップへの実践が期待される。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標：効果的で豊かな地域リーダーシップの実践的理論、イメージがつかめ、地域実践において実行可能なリーダ

ーシップモデルの認識を深める。

中間目標：地域リーダーシップとは何かを理解し、様々なリーダーシップの実践的パターンを検討し、地域リーダーシッ

プについての概要を把握する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

全体的に高い評価を得ているが、機材や時間の使い方、開始時間、資料等について、不十分な点について、学生か

らの要望を踏まえ、改善し、さらに内容の充実を諮っていく。また、レポートとテストの全体的負担についても学生の要望

があるので、教育的配慮の観点から、工夫をさらに行っていきたい。

〔教科書〕

オリジナル資料及び授業中に指示する

〔指定図書〕

ロバート・K・グリーンリーフ（ 2008）『 サーバントリーダーシップ』英知出版。/Robert K. Greenleaf (1977), Servant 
Leadership, Pulist Press. 
野中郁次郎・紺野登（ 2012 ―）『 知識創造経営のプリンシプル 賢慮資本主義の実践論』、東洋経済新報社。

野田智義他『リーダーシップの旅』光文社新書

〔参考書〕

John Maxwell(2007) The 21 Irrefutable Laws of Leadership, HarperCollins Leadership; Revised & Updated edition. 

ポール・ハーシー＆ケネス・H. ―ブランチャード『行動科学の展開 人的資源の活用』 生産性出版

〔前提科目ｈ〕

な し

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

・ 不特定日に授業後、簡単な授業レポートの提出か小テストを行う予定です。

・ 評価は、試験、授業レポート、小テスト、授業中の参加態度、意見等を総合的に見ます。

〔評価の基準及びスケール〕

・ 試験、授業レポート、小テスト、及び授業への参加度等、全体を通して評価します。

なお、配点等は、授業時に説明します。

A： 100～80点

B： 79～70点

C: 69～60点

D: 59～50点

F： 49点～

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

実践的理論的な地域リーダーシップについて検討します。ただし、地域リーダーシップについての既存研究は多くな

く、これまでのリーダーシップ論、企業におけるリーダーシップ論、公共リーダーシップ論、哲学等に依拠しながら展開し

ていきます。冒頭で述べたように、リーダーシップは組織、経営、社会、システム、哲学を前提にします。そこで、本科目

ではそれらの関連の中で、有効性の高い、意義あるリーダーシップの本質と理論的実践的スキルを磨くための手掛かり

を提供していきます。

英文の資料、文献を参考にすることが多いので、ぜひ語学力も磨いて欲しい。

〔実務経歴〕

自治体での実務経験を活かし、基本的なリーダーシップの考え方を検討しつつ、本質論とともに、その実践場として

の組織・社会の考え方を合わせて究明することによって、地域に求められる全体像に迫っていく授業です。

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）： リーダーシップとは？

内 容： リーダーシップの概要、本科目のエッセンスを解説する。

教科書・指定図書

第２回 テーマ（何を学ぶか）： リーダーシップとは？

内 容： リーダーシップの概要、その２。 リーダーシップの理論、実践事例

教科書・指定図書

第３回 テーマ（何を学ぶか）： リーダーシップの実践及びその哲学（１）

内 容： リーダーシップの実践事例と哲学。

教科書・指定図書

第４回 テーマ（何を学ぶか）： リーダーシップの実践及びその哲学（２）

内 容 ： リーダーシップの実践事例と哲学。

教科書・指定図書

第５回 テーマ（何を学ぶか）：リーダーシップの実践及びその哲学（３）

内 容： リーダーシップの実践事例と哲学。

教科書・指定図書

第６回 テーマ（何を学ぶか）： 実践知の組織とリーダーシップ

内 容： 賢慮のリーダー。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書
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第７回 中間テスト

教科書・指定図書

第８回 テーマ（何を学ぶか）： 事業の革新と持続性におけるリーダーシップ（１）

内 容： 地域ビジネスモデルへ向けて。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第９回 テーマ（何を学ぶか）： 事業の革新と持続性におけるリーダーシップ（２）

内 容： 地域ビジネスモデルへ向けて。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：事業の革新と持続性におけるリーダーシップ（３）

内 容： 地域ビジネスモデルへ向けて。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：事業の革新と持続性におけるリーダーシップ（４）

内 容： 地域ビジネスモデルへ向けて。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：地域リーダーシップ（１）

内 容： サーバントリーダーシップ。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：地域リーダーシップ（２）

内 容： キーパーソンシップ論。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：地域リーダーシップ（３）

内 容：まとめ（１）。リーダーシップの実践例。

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：地域リーダーシップ（４）

内 容：まとめ（２）

教科書・指定図書

試 験
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〔科目名〕

地域と情報ネットワーク

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

佐々木てる

木暮祐一

〔オフィス・アワー〕

時間 ：

場所 ：

〔科目の概要〕

地域社会の活性化、安全安心なまちづくりにとって、効果的な情報発信とネットワーク形成はますます重要な課題とな

っている。例えば、自治体やNPOによる地域住民への情報提供、マスコミによる日々の地域情報の提供、地域密着型企

業のインターネット活用による事業活動、災害や防災に関わる情報ネットワーク、官民一体となった地域課題への取り組

みなどが挙げられる。

地域社会の様々なアクションを促すには、効果的な情報発信、情報交換を図る場や機会としてのネットワーク形成を地

域として取り組んでいく必要がある。とりわけ地域（地方や田舎）では十分な情報が得にくく、情報発信やネットワークの

形成に様々な課題がある。本講義では、地域を活性化するにあたって、効果的な情報発信の方法や技法、様々な主体

とこれらを結ぶために必要となる様々なネットワークの事例を学ぶ。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

地域においては様々なネットワークが存在し、それが社会のインフラとなってわれわれの日常生活の基盤となってい

る。すなわち地域社会のネットワークを理解することは、地域社会の活性化の基盤を理解することに他ならない。同時に

それらのネットワークを通じて効果的な情報発信の方法を学ぶことは、ゼミ活動や今後の社会での活動に非常に有効な

学習の場となる。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・ 地域社会における様々な情報の役割と課題について学び、効果的な情報発信の方法を考える。

前半は特に「社会的ネットワーク」に注目し、ネットワークの根本的な考え方を理解する。

・ 後半は情報通信技術の活用という観点からその活用の基礎と、地域の産業振興における情報ネットワーク活用につ

いて知見を広める。

・ 最終目標は前後半をあわせ、地域社会の活性化につながるような情報ネットワークの構築について理解すること。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

なし

〔指定図書〕

なし

〔参考書〕

講義の際に指示する

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

前後半の試験の結果を総計して、成績評価とする。

前半最後および後半最後の授業において試験を行う。

〔評価の基準及びスケール〕

A～Fに関しては大学の基準に準ずる
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〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・講義科目ではあるが、一方的にならないように意見を求めることがある。そのため常に緊張感をもって、積極的に発言

を行い、科学的な探求精神を養ってほしい。

・今後の学びつながるような好奇心を育む講義を目指していきたい。分からないことがあれば自身で積極的に調べるな

ど情報収集に当たってほしい。広く興味関心を広げてほしい。

・今学期も新型コロナウイルスの影響で、授業回数などに影響が出てくると思われる。そのため必ず授業には出席し、重

要な変更点、情報を聞き漏らさないようにしてほしい。

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： ガイダンス

内 容： 科目内容の確認、授業方針、成績の付け方など全般にかんするガイダンスを行う

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 社会的ネットワーク（1）

内 容： 社会システム論から学ぶネットワーク概念

第3回 テーマ（何を学ぶか）：社会的ネットワーク（2）

内 容： ネットワーク形成と法システム

第4回 テーマ（何を学ぶか）：ネットワークの構築（1）

内 容： フィールド調査を中心とした、ネットワーク理解

第5回 テーマ（何を学ぶか）： ネットワークの構築（2）

内 容： フィールド調査の結果分析方法。社会システムの読み取り方

第6回 テーマ（何を学ぶか）： 地域とネットワーク・事例（1）

内 容： 地域社会からみるネットワーク形成

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 地域とネットワーク・事例（2）

内 容： 地域社会における民間のネットワーク活動。青森の事例から。

第8回 テーマ（何を学ぶか）： 前半のまとめ

内 容： 講義前半のまとめとして試験を行う

第9回 テーマ（何を学ぶか）： ネットワーク社会を支える情報通信技術

内 容： 通信とは何か 狼煙（のろし）からスマホによるコミュニケーションまで

第10回 テーマ（何を学ぶか）： 情報通信技術とネットワーク社会

内 容： 情報通信技術を使ったコミュニケーションや情報発信の現状

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 情報通信技術活用の上での基礎知識(1) 

内 容： SNSやメールを活用する上での基本作法
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第12回 テーマ（何を学ぶか）： 情報通信技術活用の上での基礎知識(2) 

内 容： SNSやインターネットを使った情報収集とデータの活用

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 地域とプラットフォームビジネス

内 容： 垂直統合型、水平分業型、水平統合型ビジネスモデルの理解と地域での展開

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 情報通信技術を活用した情報発信

内 容： 地域で ICT をどう活かしていくか、情報発信していくか

第15回 テーマ（何を学ぶか）： 後半のまとめ

内 容： 講義後半のまとめとして試験を行う

試 験 講義内で前半、後半の2回実施
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〔科目名〕

調査と統計

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

地域みらい科目

必修

〔担当者〕

飯田 俊郎

〔オフィス・アワー〕

時間：研究室のドアに表示

場所：1202研究室

〔授業の方法〕

演習

〔科目の概要〕

質問紙調査のデータを用いた統計分析の演習を行います。今年のテーマは「大学生活は楽しいか？」です。

科目担当者が過去に4つの大学で行った同様の調査の結果と、青森公立大学地域みらい学科の結果を比較

します。また、新規の調査項目の案を受講生から募り、青森公立大学の特性についても分析します。

さらに調査結果から、青森公立大学のキャンパスライフをより楽しくするための提言を作成します。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

社会調査には大きく分けて、社会観察・インタビュー・ドキュメント分析・アーカイブ分析などの「質的調査」と、

調査票を用いた収集されたデータを数値化して分析する「量的調査」の2種類に分かれます。この科目は後者

の学習に重きを置き、前者については主に他の演習科目で学んでいただきます。

量的調査には様々なテクニックがありますが、これを知らなければ受講生が将来、調査を発注する立場に

なった時に大いに苦労します。不適切な調査結果に基づく誤ったプランを企画したりすることがないよう、この

必修科目でしっかり学んでください。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終的には、受講生が自分自身で基本的な統計分析を行い、客観的な調査結果に基づく提言を作成できる

ようになることを目指します。中間目標としては、受講生が自分自身で質問項目を作成し、調査票を作成できる

ようになることを目指します。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

教員による解説を必要最小限に抑え、学生自身によるテキストの読み込みに重点を置き、学生相互の支え

合いによる学習法を導入します。主体的な学習がなければ統計学は身につかないからです。

〔教科書〕

小宮あすか・布井雅人『Excel ―で今すぐはじめる心理統計 簡単ツールHAD ―で基本を身につける 』

講談社、2018年、2,800円＋税

〔指定図書〕

― ―向後千春・冨永敦子著、『統計学がわかる ハンバーガーショップでむりなく学ぶ、やさしく楽しい統計学 』、

技術評論社、2016年、1,680円＋税

〔参考書〕

神田善伸著、『初心者でもすぐにできるフリー統計ソフトEZRで誰でも簡単統計解析』、南江堂、2015年、4,104円

神田善伸著、『EZRでやさしく学ぶ統計学～EBMの実践から臨床研究まで～（2版）』、中外医学社、2015年、

   4,968円

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

中間レポート（40点） 自分および他の受講生の質問項目案を検討し、調査票を作成します。

期末レポート（60点） 統計分析の結果をまとめ、これに基づく大学生活の環境改善案を作成します。
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〔評価の基準及びスケール〕

中間および期末レポートについて、それぞれ5段階評定を行います。

    5点：非常に優れている、4点：優れている、3点：及第点である、2点：劣っている、1点：非常に劣っている、

0点：課題に答えていない、提出しない

中間レポートは「5点×8＝40点」、期末レポートは「5点×12＝60点」と計算します。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

教員としては、フリーウェアの統計ソフト「HAD」と「EZR」の操作法の懇切丁寧な解説に力を入れます。

しかし、このソフトウェアは受講生が無料でダウンロードし、自宅で使用することが可能です。

ひな鳥のように口を開けて親の帰りを待つのではなく、自分自身で技能を習得する姿勢を求めます。

〔実務経歴〕

なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 統計の必要性、HADの準備

内 容： この科目の目的と学び方を理解する

教科書 第0章・第1章

第2回 テーマ（何を学ぶか）：質問紙の作成

内 容： 質問文、選択肢、尺度水準の作成法を学ぶ

教科書 第2章

第3回 テーマ（何を学ぶか）：記述統計

内 容：データの分布、代表値、散布度を学ぶ

教科書 第3章

第4回 テーマ（何を学ぶか）：推測統計と統計的検定

内 容：全数調査と標本調査の性質を学ぶ

教科書 第4章

第5回 テーマ（何を学ぶか）：カイ2乗検定（その１）

内 容：クロス集計を学ぶ

教科書 第１２章

第6回 テーマ（何を学ぶか）：カイ2乗検定（その２）

内 容：クロス集計をより深く学ぶ

教科書 第12章

第7回 テーマ（何を学ぶか）：t検定

内 容：対応のある検定と対応のない検定を学ぶ

教科書 第5章

第8回 テーマ（何を学ぶか）：1要因分散分析（その１）

内 容：3グループ以上の平均を比較する

教科書 第6章

第9回 テーマ（何を学ぶか）：1要因分散分析（その2）

内 容：1要因分散分析をさらに深く学ぶ

教科書 第6章
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第10回 テーマ（何を学ぶか）：2要因分散分析

内 容：主効果と交互効果を理解する

教科書 第7章

第11回 テーマ（何を学ぶか）：相関とその検定

内 容：相関係数の分析方法を学ぶ

教科書 第8章

第12回 テーマ（何を学ぶか）：単回帰分析

内 容：散布図と回帰分析の機能を学ぶ

教科書 第9章

第13回 テーマ（何を学ぶか）：重回帰分析

内 容：多変量解析の方法を学ぶ

教科書 第10章

第14回 テーマ（何を学ぶか）：主成分分析と因子分析

内 容：データの要約方法と潜在的な因子の分析法を学ぶ

教科書 第11章

第15回 テーマ（何を学ぶか）：レポートの作成

内 容：様々な分析手法の的確な使い分け方を学ぶ

教科書 使用しない

試 験 レポート提出で代用します
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